
整備目的

平成24年10月の世界新三大夜景都市認定を受け、稲佐山公園の山頂展望台への来訪者

増加に適切に対応するため、中腹駐車場から山頂までのアクセス向上を目的に「長崎稲佐

山スロープカー」を整備するもの。

稲佐山公園(スロープカー整備)事業概要

2 工事概要

事業期間

事業計画

総事業費

3

平成28年度~令和元年度

スロープカー整備(延長約50om)、駅舎などの整備

2,044,000 千円

スロープカー施設概要

ア施設内容

⑦延 長

(イ)車 両

(ウ)レーン数

住)最大輸送数

け)片道所要時問

舎仂)駅

イ運行時間

令和元年12月6日

土木部

500 メートル

40人/両 X 2両連結 ^

2 レーン

960人/時間/往復【片道480人/時間】

約8分(運行速度約 80m/分)

2箇所(中腹駅、山頂駅)

9:00~22:00

昼間 9:00~18:00 (1 レーン使用)

夜間 18:00~22:00 (2 レーン使用)

昼間 20分(1 レーン使用)

夜間 15分(2 レーン使用)

通年(但し、高圧電気点検のため1日休止)

ウ運行間隔

工運

4 スロープカー利用料金

区分

日

一般(※1)

高等学校又は中学校の生徒 290円170円370円220円

小児(※2) 200円120円250円150円

・一般(※1):15歳以上の者塙等学校及び中学校の生徒を除く。)をいう。

・小児(※2):1歳以上 12歳以下の者冲学校の生徒を除く。)をいう。

・保護者が同伴する 1歳以上6歳未満の者の料金は、保護者1人につき 1人を無料とする。

最大乗車80人

片道

300円

個人 団体Ⅱ5人以上)

片道 往復

400円240円

往復

500円
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令和元年11月16日撮影
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